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Types of molybden deposits in the T6hoku district. 
eee: 渡 Bt AKER (M. Watanabé) 


KARR OS % 

TK SBR (LIE AL EPEC TERE, TERA OMT AI CIER UO, その 
内 部 また は 周 園 に 生じ し , 火山 岩 等 に 人 習 な つて , HH FER AS SILER) CH 
る 。 こ と れ ら の 深成岩 類 は , 地殻 の 大 毅 動 に 件 な ひ , 種々 の 時 代 に 地下 に 六 
入 し た も の で あぁ つて, 東北 地方 の 一 部 に 於 て も , NIE EAR 2 S OST 
ACH, 石英 関 終 岩 の 一 部 が 明か に 第 三 紀 層 を 綱 ぬ きき, 複雑 な る 境界 を 以 て 
北 次 岩 に 接する 部 分 が 見 出さ れる 。 

し か し な が ら , これら の 岩石 の 成 生 に は , HEROS EEL, それ が 
地表 に 填 出 する に は 長期 の 侵 触 を 必要 と し , P=MROREAB CHIC HR 
に 見 られ る の は , WROMDMICAIL< , RARE ORMB CHICKS 1 
る 。 世 く て 現在 最も 多く と れ ら の 岩石 の 見 ちら れる の は 。, 中 生 代 乃至 古生代 
MHEABT, CHE ORROKRAZTH 2 BLOTHS. HOT,THEO 
岩石 の 見 られ る の は , BE LTHHIE HERMEO RE Lrg Coe 
る 。 但 し ー 居 深 い 地 中 に 導入 し , TG OPE RAD OM OA REO Ht 

1) 栃木 砂 西 澤 鏡 山 で は , 種々 の 石英 粗 面 崖 及び その 北 放 岩 を 人 賀 ぬ く 石 英 脈 の 一 部 


SKK, UBB, RRR, BAT, BAR, ALORS ¢ 28 ic, HE BRU S & 
BLATERDS, 
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SIC JRO CHAMACTE A. LEAL MATE L7SOAE AE 東北 地方 で 言 


Al? IRE BD EO OSTA) MRA C Ik, AKER DIG AS Seb 
られ ぬ 。 : 


以上 の 理 に より , 水 氏 喧 麻 の 現 春 地 青 に 分 布 す る の は , ALTE TOs A 
OP NMWAR EES L, 特に を それら が 前 記 の 酸性 控 成 岩 に 貸 か れ た 陳 域 で , 
と れ を 東北 地方 に 求む も れ ば , RD ALY % BLASS 0 

I. 八潮 山地 主として 古生代 また は 中 生 代 砂岩 粘 板 岩 か らち 成り , FE 
低地 に 借 が に 花 問 在 類 を 填 肌 する 。 こ と れ に 往々 舞 水 負 路 の 細 脈 を 件 
な を ひ , 訪 島 懸 東白川 郡 近 津村 山本 不動 附近 等 に その 例 を 見 る が 著 る 
し く な い 。 

Il. 阿武 隈 山地 最大 部 分 が 花 内 岩 類 , 並 に 賃 入 片 放 岩 か ら 構 成 を られ, 
SNEOS DIC ANT I EOE, 同 寺 山 村 等 で , 花山 
BORE ICAI TIT AP ORS OIC, BOKER, 水 
SKE LTHECK UV. Fey COMMOKRGAMBICIL, MICHA 
JG DEIR EFL, PINE AES A A SRE EB. AEG HB 
Filet VERE ERE IL, EDS DBICAL PAM OD BIC 
HOSE HL, RROD LEMS NIELS, 著 る し く な 
¢ HOT TALL VAGHICH D, 宮城 懸 伊具 郡 丸 森町 の 南部 に 於 て , 
結晶 片岩 及び 蛇 紋 岩 . 特 に 後者 が 関 宏 花岡 関 線 岩 に 貰 か れ た 部 分 で , 
日 興 丸 森 春 床 ※ を 見 る 。 : 

LLL. 北上 山地 大 部 は 吉 生 選 , 南 部 は 中 生 層 を 主 と し , 各 所 で 花 具 図 姓 岩 
類 に 綱 ぬ か れ , TALICS < OKIMBMRE BETS, 05 SHAE 
な る も の は 次 の 各 奏 床 で ある 。 Ss 
SRI AS A BBER ELS AEH OR 


1) 都合 に より , 分 布 岡 は 特に これ を 省略 する 。 
2) 大 森 盛 一 , 本 誌 32 G 49 BW, 1M 19 年 。 
3) 渡邊 高 次 郎 , 本 誌 25 @ 100 Ki, 昭和 16 年 。 
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GF RA + UN BOP 
同 EPA GP EBIH GRAIL > Bem oe 
同 FPA PARR BAL RAR DY 
同 同 同 «= AR SEE 
a lS Ae Lee 
同 fl) A AR me 


= 


九戸 郡 大 川 A PAIS BER 2 

i A KR A= 

同 BM hk K PRR 
と の 外 多 敷 知 られ て ゐる が , SWABS KATLMEBPOCoO 
で , 中 生 層 中 に は 見 つか つて の な 
. AAAS Ait t UCHR EME RUZNUEO KI 
BAD SIS, SOBIRIC le EBROSN EHO < (ERS 
横 た は うり  BMOR REICH LL, CHIC <OR SIRI EERO T 
DZ. EMO2Z=OWM*LESB  NiECKOMCHS. 

Hs RTS SB ABIL NAT Se EER や 

同 =I MAPS SOR 

FKP BA HE PRES HT IE ERR 


。 BUSILWAEES AE} ERIBH RUZ OO KEE 


むつ て ゐる が , HIS t LOWER L, 花岡 岩 類 か ら 成 り , 隆起 の 
特に 烈 し レ 部 分 , PANE ESRI SRP, POOLE LBA WL IR 
ASAE Ik, Re し て と これ ら の 岩 右 か ら 成 り , TMICA MOAI 
床 を 階 伴 す る 、 そ の うち 主 な る も の を 内 ぐ れ ば 
v, Hee , 

福島 懸 南 食 津 郡 伊 北村 田子 倉 斑 床 

同 同 RA AM PER 

BR RAR 
Vg BJ BS BE HE 


BEBBAMB, 本 誌 28 E104 A, 昭和 17 年 。 
渡邊 高 次 郎 , MABE, Ais 31, 53 8, 昭和 19 年 。 
JES BAM, WH 31 G 230 HW, 昭和 19 年 。 
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WFC BRR ABA BR 


A 同 BID AD ABER 

同 同 ea 

A 同 東村 BRB 

PRA NARA AR DR 

a 同 SRAB 2k ARR 
A RBA BRARARR © 
a 同 小 BBS 


新潟 懸 岩 船 郡 の 諸 礁 床 は こと の 地 峠 の 一 生 を 構成 する 。 


EMH 2 OF 

DLE IER SS, (ERs, BRANKO ICH Sd, CHES 
TEM CPEB IC TED, HDICS HBR, 石英 班 岩 中 に 在 る の 
と , 大 川 目 春 床 が 花 過 岩 類 を 示さ な い の を 例外 と する が , 後者 は 母 岩 の 性 質 
上 , (ERAS RAIC ERE T ST LWA DC, それ が 段丘 砂 譜 に 被 は れ て ゐる に 過ぎ 
Wo COME LAST DS 8 IC 016 ORR RBBB ETSZc7EE 
示し て ゐる 。 

し か し な が ら , 普通 の 花 内 岩 類 が , その 新鮮 な る 部 分 に 水 鉛 奏 物 を 含有 す 
る 例 は な く ,  WUOKSADELHEIC TAB OF O BURWELL EAL PMB, & Feld 
€ ib O— Hb & Ava ¢ PICA TE MS, IASI 4 bP ORS, ま 
FARM ICHOS dD, SNEOMRMOAIRBAS, PEMA SH Fe (kBATK AS 
質 を 受け た 部 分 , Mike MeN AFF 4 PM, BRMOPICOAET 
So WAI RASA Cid, RAOAS EHEAE AT STEMS 
DS, WBE Bed as PLS RIC & OC Ht va dadl, BOK SADE — BB ko ORMRETE RE 
質 岩 株 の 講 所 に 散在 し て ゐる 小品 洞 に と, —MATOHE Hv < BKOMM 
IC, 更に 一 部 は その 外側 の 粗 粒 の 花 賠 関 線 岩 中 , HT OBE EE, HEL 
化し た 部 分 に 贅 和 達し , 山形 懸 大 朝日 確 出 で も , 粗 粒 の 関 雲 花 過 岩 が , 細 往 黒 
SEALE RAAT IT SAD ALTERS C, RA EER ¢ AFRICA SSR Ef & 
見 る 。 
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See FR) Cid, KHL AU, t OMBILAEO MEARE 
雲母 を 含み , 明 か に ペグ マタ イト 質 で ある が , を その 中 軸 を 最後 に 充 幸 し た 郭 
分 は , 普通 の 石英 脈 で あり , その 双方 に 多量 の 畑 水 鉛 礁 を 件 な ひび , 更に 一 部 
ILE OPA RIO FE BIRR FIC PRUE T 2 | 

& 7c RA AL PRGRIU®) で は , FERIA ASHE RLIL ABER & El van 7e 
BC, BUMO NAT VI ALRORRO VY AMIEL, BICEn6 OW 
側 に 在 る 蛇 絞 岩 の 一 部 を , SOA Wo BWC HO CHEATS RIE 
右 化し , これら の ペグ マタ イト 及び 石英 須 と , 母 岩 の 苦 土 雲母 化し た 部 分 と 
に , 多量 の 協 水 鉛 奏 を 含む 。 : 

TEES Eb Cid, BUKSNRE It AOS & Ava BIR L, TOM MO 
岩 の 粘 土 化 し た 部 分 に 出 で , 山 形 懸 念珠 ケ 闘 では, 花 賠 関 線 岩 が 廣 範 園 に 
FAME L. BORIC HK IC EH ぬか れ た 部 分 に 集中 する 。 

以上 を 要する に , BORE ISOM ATE BIO A} + LC, MHD dh 
出 物 を ば 成 さ ず , BIC Se OBB HP ICEL, KE O MORE KA OF Se 
(CBBC, RANT TH 4D, BIH TER, 或 は 石英 脈 の 成分 と 
し て 上 唱 出 し , ま た は 周 園 の 岩石 中 に 潤 入 し て , その 中 に 上 語 出 する の で ある 。 

成 生 の 場所 

前 記 の 如く , ARAM IC IE t OREN A Pe SEBO ARICA 78 O 
と , その 外側 に 生じ た も る の! 遍 型 あり , これ を それ ぞ れ 肉 成 (endogenous) 
及び 外 成 (exogenous) PRL RHFT S o 

EEN SOMNEMAS, BOOKS AIRE Ze (BBP ICH LY 
合 と , Roti Bic Aewica ti LrewAheod, これ を それ ぞ れ 集中 性 
(concentrative) 及び 分 散 性 (dispersive) 4 UTHAILMH £5. 


1) #EBRAM, AH 32% 87H, BM 19 年 。 
2) PEBRARMB, ARH 25 4 100 WH, 昭和 16 年 。 
3) 渡邊 高 次 郎 , 本 誌 31 S 230 WH, 昭和 19 年 。 
4) ES MAR, AR 30 % 157 頁 , 昭和 18 年 。 
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KiCtn6 ORERELSRT Sich, EL LUCENE ORSEL, BOR 
分 に よる 外 な い 。 

JES BOER & 5L IC, PRT EMA HO bs Hi, 6 FOC A 

一 見 普通 の 初 成分 の ゃ うな 感 を 成す が , Been, AEEO MMIC LO 

て 代表 せら れ た 小 北 際 を 伴 な つて , CONIC BK ED FCI INE 

BERERBR WARS HIRY の 一 部 の 如く , これ に 線 泥 石 , 方 解 石 等 

を 少量 に 件 な ひ , 岩 此 飛 結末 期 に 於 て その 内 部 廣 範囲 に 分 散 し た 揮 織 成分 
に 人 性 な ひ , BORTETS SUK PEAKE 6 EL et LEE LYS, 

AF VIA EMOCOE 7 OM OBRMUGRRAS, AOR Le RIC 
ROT, その 割 目 に 集中 し た も の で , と の 場合 に も , MKMBO—MiAZO 
RE TE tery: 

BR), その 居 結 の 最後 に 近く , 一 部 は 熱 水 汰 態 と な つて か ら , RELI LOE 
信 ぜ られ る 。 

し か る に 多 敷 の マグ ゲ グマ タイ 下 は , を の うち の 石英 の 性 質 か ら ; 573°C EF 
の 産物 と 認め らち, 少く と る その 潤 結 の 末期 は と NA FOMEIC BT 3. 
従 つ て , © DED AKER REIL, 500°C 内 外 の 漁 度 に か ぃ り , 普通 の 石 
HIRO % Mik, 更に 濃度 が 低下 し て , KA, 雲母 等 の 成 生 し 終 つ た 後 の 産 
Hn Cm YD, KBE 300°C 乃至 200°C の も の と 認め られ る 。 (ALTHEHM 
WC, TERE EBS AP, HIND» ¢ KIC RR Le ELE GALT, FAIS BE 
S FRLEO teal & AEE ROT FA OMB IC HAY BUC, SOBRE HK 
つた と と を 認め し め る 。 

LU AR ETD, PURE 7 EEO — Bod. ABO FE D ICSE 
OH ASA & F7e L, MISA ae RIEL, FT AIC BRAK SMES FERS. O, 
&RARMVOUL EO BOK MOR we Lon, し か る に 山形 懸念 珠 
ie lacaiiessmmia ieee ik wal ee ae ae 交代 


1) 渡邊 MIB, Ke 21 = 58 Ti, 昭和 17 年 。 
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し た も の は , RIC IMPEDE LTH SC LWRE CTH YAS ¢ 200°C LV 
下 の も の で あら う 。 CHICAS BOKER CEC, FALE RIEL 
7H BU L BORE Tt LSvOveMICL BS, 

KIC GORE SIC, ASE P AN EDR, TR REC 
は , BROLIN IE ARO, IRC, FAD, PHS O 2 A v en & RO 
CHET 32S, PUK RIAHE IL 6 OME Kel, BRLHICHIT STL 
BEC AIC KIM DRY Ck, BOKER BIE A AY D-H E AIC 
HRC SUORKROMMPCHATS. THEOMDLANT, AMPRIL 
スカ ルン 成 生 の 末期 か ら , AMAR AR, BD TLE Feller 500°C 
肉 外 か ら , 300°C 乃至 200°C で 出来 た も の で は な か ら うか 。 

SRA Ck, 輝 水 氏 礁 床 の 一 部 は ペグ ゲ マ タ イト 脈 及 び 石 英 脈 に 
va DAZ Weis 4 O SEE (Cag IC BEL, 雲母 の 一 部 は 粗 粒 板 和 状 で 弾性 に 富 
み , ペ グマ タイ トト 中 の も の に 類する が , Aihsy SAMA LAL Bis AMC 
JERE ALR ICBILT S, と これ ら は 非常 に 高温 の 産物 と も 認め 難く , また 
特別 に 低 源 の 産物 と も 認め られ ぬ 。 BSL THB 300°C か ら 200°C 前 
後 の 産物 で あら う 。 雲母 が 苦 凸 雲母 を 主 と す る の は , 原 岩 の 成分 に 基 つ か 
の 

(LEE RIC SPS, BOE MARA Ds 5 kK S BAO tb 
に , BOKSADEE PRESSE IAG NS, Ds SRUMICET SEC, BRKE 
TO KADABAT SC ERBEVBOL MSH, FIC RBRICH TRV t 
TB. 

7k $6 Wa Pe 2) xX al) 
敷 個 の 見 地 か ら , HLSW I 7 ASTER に 例示 すれ ば , Ave 


ii tS, 


1) JEBBAE, HABE, Wi 31 530, WA 19 年 。 
高橋 純一 , 信 木 次男 , Bi 4 GIS, 昭和 5 年 。 
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Be R ALMA KERB 
NN 場所 ye 成 OR 床 | 内 成 ROR 
i 分 th st Bg at ay at eo 
Ges a カコ ルン 0 式 ee Tier Rese BASS Amer TE fg SSR 
500°C ip - i 
a RAI er pine es = Be HLL mS RaAFA 
ai) Re ge | | BORURILAE meee | 岩手 R=B 
中 i oe 2 母 st Mw He MR 2H x 
~ us > HERSKA 岩手 wd LL EIR FS Te 
(so0-¢) BRIA AR 同 大 OR | WR | (SS REET) 
ie & BR & E 
fk ak Ai + 式 
200°C re | 
ee mB Reb GRRE A 


GHmkt os B 
Bic OAKS Hc LEAS LORE, PINE, MEIIR, TEER 
RamEHE. PUREE, EMRE PRO, PINE FRAIIA Cit, 磁 硫 鐵 
UR, NOR, PUREE MR OAT Fe eA, WIRE BAC ILE BORE IC 
富む 。 

と れ ら の うち もち , 錦 確 物 に 富む も の は , GAKEERICBIEL, PINE BRR 
TAM HEAR Clk, 石英 脈 中 多量 の 水 鉛 芯 と 共に , 多量 の 黄銅 確 を 含み , BCH 
Met UCHR 5 t1, 岩手 懸 猫山 礁 床 で は , 粗 粒 の 交 水 鉛 礁 と 共に , FFFO 
黄 鉛 足 を 含み , 選別 の 上 その 双方 を 利用 し 得 , WIR VA FOBRE Ck, 石英 
BROKEN FEC, SROMGAVET SH GN L LTHOTHAEMAAD 3, 

BEMLORGE 

AKEAHRILE FoE* BALE, RAST WNL SF EME 
床 で は , REABRO— TIC BOKER EEO, REO LARGE Tt, スカ ヵ 
Vy ARE ABR, 多 敷 の 石英 , 常石 BORA EIRIC A yada, Ke As 
重石 より も 後期 の 産物 た る を 未 し て ゐる 。 


本 研究 に 要 し た 需 用 の 一 部 分 は 交 部 省 科 四 研 究 需 , 一 部 は 架 術 振興 倉 第 58 HE 
RED bLOMMICMmLS, CARMA CHEERS, 
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Ha MweRkOROREBES ARM CT 


On the hornblende-andesite of Nabesima-daké, 
southern KytisyQ, and the xenolithic blocks in it. 


me +: 種子 田 定 BR (S. Taneda) 


ABSTRACT The megascopical and microscopical characters of the xenolithic 
blocks in the Nabesima lava constructing a tholoide in the southern Kyusyu, 
Japan, seem to be a representative of the bulbs eeMycid magma intruded 
into different one. Such phenomenon may happen under a certain favourable 
condition when a magma intrudes into an immiscible one belonging to ano- 
tl €1 reservoir, although it is hardly proved at present. 

要約 : BAROBBARU KWH DICH TS oS AB RIEU CAO sae It 
BHO KWICRY TRA Binh CHEOCH EB, THEM, HAD OADRB 
WHLEMROCO., MMLe (HA) EL CHBIHKLOKEVCTCHE OK 
Sc B52 ES RA A RO AEH IC AS SKDOMBE RE IL, ROE, 
BAKU REM OEREH DARL, WeROAR A wit L CAAA 
SP CBRAL TC, tOMMAMLAEVOCLEV PLE ~bHSd MOMRLBR 
SREL DBLP SOC HEHE RINKV OTHER, APCRREINAWME 
— OPE LES OCHBBRUBRARS ICR CBRL RERRL, それ 等 の 
成因 の 論 輝 を 試み を 。 


B R 
I, 2. 捕獲 岩 様 岩 
Il, ERB > (eB | IV. RHR 
成分 推定 法 1. 央 石 の 特徴 比較 
III. #3 載 inet etary 因 
1. @RBKR#B 
I, & 


Fie Gc OEE TS AB ith EH TRS ESS AE — BS > JV & AF 7 KIUY の 
一 部 に 属し , sea RW BA ORB ROMADE KS KES 
EPALCHSBW, HHWOBRABEROHO PG (tHE, HA 
HS OD MUFH AL ALAA) IC i FABLE AS LC HC, EERE ORI K 


1) 松本 唯一 : Jap. Jonrn. Geol, Geog., Vol. XIX, Special No., 1943 其他 。 
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山地 域 に 一 異彩 を 放つ て カ ゐる 。 

SHE ISHS 256.3m OF ea 4 FURAW CS, HOARY ICH To 
Pee BLT Ae ak BEDI ALE LC it HU TE IC RIE TO — P&S 
LtDS. GRACRHATEMROMWELWATC, A) ORMEBER ASE 

MIR UTCHS. LRA RAB RO HE AEA © AIRWE O(c BABE 
HUIC IRA LS SED BRIN & SFR L Te, TRS ee a(S ag BEIT 
LHe Rok ARAGMICBASHNeAOCKAVMERSELATS 
に 至 つ た 。 HICKKREDOREL, RC ERCRALCAROMMRE i 
KUCH Se 


ll, SKBYOLBRSKER 

HE TE OCB RSP TINT EAE OIE BPE De 6 HEE 

ei Et tte ae 
郎 教 授 の 彫り に 依 つ て 分 子 比 (An%) を 推定 する 。 

SG : 屈折 牽 及 び 光 軸 角 か ら 筆 者 の 彫 に 依っ つて 重量 比 (Fs%) を 
推定 する 

TLR: ARO 6 AM AD PROM? IcfKO THEIL 
(Wo-En-Fs) を 推定 する 。 

fh RE a: 屈折 牽 及び 光 軸 角 か ら Winchell の 彫 が に 依 つ て 分 子 比 (Fa 
%) を 推定 し 重量 比 た 換算 する 。 

角 関 : 石 : RAR x 及び y) か ら 筆 若 の 園 に 依 つ て 重量 比 (Wo-En- 


1) 坪井 誠太郎 : Proc. Imp. Acad., Vol. XI, No..10, 1935. (p. 425) 
2) 種子 田 定 騰 : Mem. Fac. Sci. Kyusyu Imp. Univ., Ser. D-Vol. II, No.1 
1943, (p. 17) : 
FADTAS & Neth PARLE A KUO > OL BRP SOC, MAPE—( LAs we 
{bial} 同 火 山 に 適する も の を 使用 し て 大 過 な いと 信ずる 。 
3) 多野 A: Jap. Journ; Geol. Geog., Vol. XIII. Nos.-1-2, 1936 (p. 110) 
4) Winchell A.N.: Elements of Optical Mineralogy, Part II, 1933. 
5) MFM EIR: A RMMTERB EE. 9829, 第 5 H, (p27) 1943. 
火山 岩 中 の ゃ の で ある な か ら 測 定 億 か ら 0.003 BARE BOS 9 HE MTEL 
多少 酸化 作用 を 受け た と 思 は れる も の も 然 ち ざる も の と 同様 に 取扱 9 此 の 跡 を 
念頭 に 置い て 論議 する 事 と する 。 


9% 139 fy fan =e aa 本 131(11) 


Til, 本 a 

1 88 68 #8 
7K EGA AIC LC HK BRUKER DEO SAE fA 
A abihs BL, それ 等 の 大 き さ は 長押 5mm CETSZEOLHSo MY 
的 (CHAE KO WA MORAL RL TH SB, 此 の 赤 紫 色 部 は 


SBS 園 ANKWAOMET 


0.5mm 
S.1-ABRA, 44 及び 4e-Hl Anew 
oxy-hornblende を 酸化 鐵 を 有 じ 明か に 酸化 作用 を 蒙 つ た も の で ある 。 
次 色 部 (No. 8. 1) を 題 徴 鏡 下 に 槍 す る と , GME REA, BA. 


1) William O.G.: Journ. Geol. Vol. 32, 1924. 
2) 種子 田 定 膝 x Mem. Fac. Sci. IKKyusyu Imp. Univ. Ser. D, Vol. II. Nol. 
1943. (p10) 
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PRTG, REET 2 IKK O BORE ROBE bh S BEMIC, Hane L 
CREA, (APG, BOER, RENE RUBESE © LS. PRSSH IC FLERE 
(CHEB ROE LFS So 

許 長 石 は 概ね 2 一 0.2mm ACT UNF b,H-M ANY FRGEE LA 
ALKENE LC So REMBLOBMAAMOE RH t MIOKDA 
Hein L 7) — ARP BROT DS ERM SBB MARS. RAIMI Rai 
で は An4o—60 で ある が , 内 部 で は 時 に An88 CETFSLORSS, K 
PEER OAD b DIKGMNKTD BERT A 7 ANY ERE ET » BBE 
FERAL RT VORS) An 48—60 TH avSHHIC AAAS An 84 の 
も の も ある ろ る 。 石 基 の も の で は An47 及び An73 の も の が 測定 され た 。 

角 関 石 は 長 杜 其 で 長 ま 2 mm 程度 の 碧 唱 から 0.1mm froporined 
), GEORREMWERSNSZSLOLDSS. RBHMCSHHEL<, ES 
PERU Sarde B HES 31 SRG TIE KOI DV TH Gs 


o (min.) = 1.652 Wo 28 En 42 Fs 30 
B = 1.665 — 1.680 + 
y (max) = 1.690 Wo 28 En 25 Fs 47 
p>v 


(—)2V = 75°; 72°, 71°, 71°, 
73° 71° >72°>70.5° (Aare TB) 
PRPS a OSD Ab ALELIRHR tN 4 REE ROTH SEOSD, 
EK OYA MG ICHOT HZBDBV. 

ROS WG ILE 3 tia o. 8mm LL FORK CHIC bE LTH TS. 
BE SAIS ERY EL CPM IAABBE DBE CEMA (—) 2V も 大 きく 
MASHER T LOD), HBEROT Mie HER L7ALBRAILKDO | 
通り で ある 。 B = I.706—I.707 Fs 41—42 

p>? 
(—)2V =57°, 60.5; 
57°—63° (ZERTD) 
BEM % DIL ALIT PES CHM HAA BVETCS S, A vMQsEHoO—> 
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に 就 い て 測定 し 得 た も の は (—)2V = 68° (Fs 31) CHS, 
ME— {iC SDT C IMGUASHLALHRG (pigeonitic augite) Ics. 
て みる も の も 見 られ た な た 。 
SC GB 捕 葉 岩 議 岩 及 び 箇 石 安山岩 の 斜 民 石 


5 


8.2 及び 83—HiaAtka, 1781. 及び ll-mAkia, 4a 一 投 出 岩 塊 


本 184(14) HAR MERE S EB @ 142 


Bi BEG [a fied C PIC S 0.3mm CHET SRLOLOSB, HSE 
Bien e UT HLS, pigeonitic augite 乃至 pigeonite Cie 
び 角 関 石 の 分 解 物 と 考 へ られ る も の が 多い 。 \ まる ea 

ARIES 0.5mm KO LOMSALO FOS ), 0 エ mm 程度 の も の 
が 比較 的 必 多 で, 石 基 に 局 す る 微 冬 は 比較 的 に 少 い 。 

右 英 は 微細 な も の ゐ よ ょ より Imm に 達する も の 衛 あ り , 外形 は 高 沿 型 に 局 
る 方 形 で 億 烈 に 富む も の も ある だが, 一般に 丈 く 融 触 され て ゐる 。 


第 人参 


4d, 8.1—fAILUH, 8.2, 8.8 一 捕 培 岩 様 岩 , 18, 17, 11 一 贅 石 安 山 
岩 , 40—bh ih ere 
PYRE TA ILA SEI FEMTIRIC te L RBH AD SHR IC BEET B ASF IT FL 
CABS O.15MM に も 達する も の も 存する 様 で ある 。 
Jo HeBRAR AG, WEBE OF LIFT RH SFL BRE IC HEE LC fo TPH, 
RT BR Oe t ALL THES 0.2mM に 及ぶ 事 が ある 。 
DEH LUMAR IC TF Lito Ryze N=1.494—1.502 で ある が 稀 に 1.509 
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CET SAAKOLOLMBL THA, 
8. 捕 - Ea 
“SON Ceca CALENMUMIC NOC lakers 
FAK, PERK, BHKIED MOMMA SE eZ Sa LThSo HOKS Sid 
BEWIO % De D&E 20cm IHETZ LOH ), HHI HW LIMB 
EME RED BIRCH GOR FMENE BS % INAS, ASIN 


第 四 園 


Shes tat (8.1) PORE Ata (8.2) 但し 球 穀 構造 の 比 剛 的 著しく な いも の 


DARS Y, 組織 は 全農 と し て 見 て 略 々 同心 球 殻 構造 を 時 する 。 外 需 部 は 
比較 的 に 細 粒 弧 密 で ある が , 内 部 は 生々 粗 料 多孔 質 で ある 。 孔 窒 は 一 般 に 
I RE 
DHS, HBB ARCHAIC HE LC ARUN A, LCA ZRYSOTCH 


で 


ペン 皮 火 山 弾 た 類似 の 橋 観 を 示し て ゐ ろ も の も ある が , HIT NIKO 
岩 相 の 相 異 は えさ 程 甘 し く な く , OBEMICGAT AD ote, MEE atk 
Pet OBE (E—HLICWIEE CHOC, BIA OILICHT ZROAGILAOR 
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が 珍し く な く , KURDER SIC AEP (OWE LC) 2 TCAD 
LARTER DD. RICO T ICR SN 3H LMT 2. 
A: RETCPRMEROBRZOSLCAVBO (No. 8.2) 
AMORA, HARE, AURORE Lb a TDC 
MILICHE AIC ェ ー2mm ADARAOVML > 通常 多少 オペ サイ ト 
化 さ れ た 角 関 石 及び 0.2mm KL FORE RURSHEA, B< PICA 
OPEL D DV, AI ET 2 


SRAOMENNAT LAA FAY EUS Te LEC 
Ig TE RM を 有 有 する BO s fihic, 比較 前 酸性 で ある が 著しく An 分 に 富 - 


ATEING IE HROKTED も の が あぁ あり, SPOON MGHHIKE 4 LMA 


館 の 跡 を 示す も の と 考 へ られ る 。 石 基 の も の は 長き 0.1mm LF ORM 


乃至 針 次 で , カー ルス バッ ツ ド 双 上 品 を な す 。 簡単 な 正 累 項 構造 を 示し 成分 は 
An 82—62 で ある 。 
RTI EOS UERSEAD BZ. 大き さ は 時 kK 0.7mm IC 


達する も の も ある が 通 滞 0.05 mm 以下 の 粒 ) DRE, 基 の 光史 性 - 


及び それ か ら 推 定 さ れる 化 盲 成分 は 炊 の 通り で ある 。 

“B= TI.706—I:710 | 

(+)2V 445°, 10,, 0° 
i B = 1.708 


Wo17 En36 Fs 
OV. 23° AL 


PANE: tsa 0.3mm. DF d> LEK TS EATHENK OBER Ta MlstE Ae LC 
存 し , WFICRRBEIK Se BTS. B=1.705, (一 ) 2V 二 85° Hea oe fa 
34(Wt%) で ある 。 


PDE OED BENS. KSlt 0.15mm 前 後 で 時 に FAA é 
PAM MOMS EWE ART} OMDB, ee 


分 は 次 の 通り で ある 。 


ALT ee 


ee a ke a 


B= 1705—r.707 Fs 4o—42 
p> : ie 
(—}2V = 53°, 58°, 
6x° ( 角 関 大 と 平行 運 品 2) 
角 関 石 は 終 褐 色 種 で 光 各 性 及び それ か ら 推 定 さ れる 成分 は 次 の 通り で あ 


る 。 


a (min.)=1.651 Wo 28 En 42 Fs 30 

B=I.670—1.677 ~ + : 

y (max.) =1.690 Wo 28 En 25 Fs 47 
p>v : 


(=) 2V S78 TI See 
SIAL DMT 4 MEL, Oya mMRICHOTHS. ABA 
0.05mm EEO POO VPI T So MEER LCR OEE 


7a, RGR & FEC PSA EL Cb 2B Y, ASS 0.6mm (CHEF 


も あぁ る 。 


AR IL— MOC E 0o. ェ mm KY FORAS ZBKRE SL, HAD 2 2 


FHRELCHAB, RICZEBLEVLOLSS, 


FASE (AE @ BIBER * AB CHLRICE ACh So TREEICME NRRL 
EM 4 OUMOT SHS), LICE, HES, SMB ROR 


BET OHV 2. 


B. bE COMBED LE BRHSEMEE@ % ©, (No. 8.3) | 3 
 PRBAARLO RD’ OIL THICMMSWNC, 長石 は 長き 0.1— 
0.3 mm OME WG MRE 2 L, ACG ERASE AEERENE CE & 0.25mm 
CET SLOD Y, MOULD LIARS 0.04 mm BHO OF < , JE 
EBT RIAA ER OMI EMLLT bS. PRICREEKORTERA, Bik 
ARO NBO) EtG 1S. HAS PIC ILE 0.1 mm Fee ORELIO 
石 医 料 が あり , VMONPTIc Be I Vic WAG (+ 2V 45°, > 30°) (c 
園 続 され て ゐる 。 
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as F PERE (No. 8.1) 20 倍 


X; HME FLIED BOISE 
RHE PAN Qs 石英 Mt; BME ee ASAE DDE TS EC FL 9 


ask da HE at .(No.8.3) 35 箸 


右 下 (Pee FURSRIC A) ABB, Ae LOSBEER : 両者 共に 主 と L Ch S 


41, BUKTS BEER ORG (FEE LT Pigeonite) , gs 


SEAL, PED. te % | 
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Md THR RA EIES mm 前 後 (1.3mm CESS) OMEHOKA 

SY, Rises LA ら ず 概ね 正 構 造 を な し , An or 以 上 の も の か ら 最 外 

47 An 58 の も の に 及ぶ 。 大 き SEE ry 4mm に 達する HL Lapa 0.5 mm 

oe Re, WOM RRO ReRTCtS 

れ で せめ ぬる PRC BAT RE & 4 EG PMD 0, 紫 の 場合 
第 を a 

166 167 168 169 19017 f 


SEO IE RUPP NO, ROR (RD BENE 
#0), OUT 86. 44, 81—MRYSRE, 8.2, 8.3 —HeBEEIEeE, 


18, 17, 13, 11 一 輝石 穴 山 岩 , 


後者 が 前 者 の 外側 を 占め る 。 AS EWE pigeon 
augite-pigeonite) と ORMEBUER ILE TINIPERTCH Zo 
時 に 放 関 石 及び 銘 長 右 の 大串 が 集合 で aaa 
ot it, Pe TS 
FEM: SOREL HO 8 oO LIT CBWE TH. . 


ERM Z ps B HEE SH SILA KS AKO DV CHS, 


本 140(20) SBRRMRRABRE fa 148 


Mea PB = 1.706—1.714 Wo 31.5 En 35-5 Fs 33 
(+12 V2345°, 30°, 15°, 5°, 0°, 9 34. 37 
Spy =p = 1.703—1.708 Fs 38—43 


hh BE A (—) 2V = 85°, 86°, 88° Fa 28 
oe 璃 n テ I.505 
(褐色 部 , Meta PFC ms ~ [A fH) 


第 A 


H: ffi, P: eF avin ( 含 pigeonitic augite) 
R: AAG, Pl: Rea, Mt: wee 


SEE AES SEFC KIBO RHE BR ORD O Hie RO DA ALE (AKO 
り で ある 。 


zs FEF R 
RATE HR OMMARH (但し 比較 的 粒々 き の 内 部 に 就 い て 測定 ) 
MR 32.8% 44.1% 
AR (RP ARUMRY RORAMA) 23.9 32.2 
Re BR 7.4 10.0 
xk BR 10.0 13.8 
HL = & 25.7 


| gt 10.0 100.1 
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IV. & A SB 
1 岩石 の 特徴 比較 
ABC BO CHO SAS PS ED TFA HPS Se WARS OL HR 
(CBR < OPT SR UBIO PEK & HEEL ES 
I. 仙田 角 関 安山岩 (No. 4d) tb F PAEBIC Ro THAME DSR DHE L 
CHAD 2H IC BRA, PAP, SRR OER OBE LE ATS 。 
SY Ald Fi IC BAKO RG RG eS L CT, PDR PAS MERE IC & Z Ekle HL 
22, FRR GRU GEO EIR (BSE ee t BS. BEIGE LT 
DRA ET CMR Vo fie 78 L, BGAN Ze REEL, ER URL T HICH 
OF BA ASEATE LT 72% 0 FLIES IC ABE ADSL 1S 。 HERERO 
Sy bE NEOT ROPER LS RN MEK OU OC, Fa, ANAK 
(CH BRO LOE DY Fs 分 に 逐 し v。 
BA An 62—44 
ir hn O Bald HSMIC AR LTH Bo 


fi A Ge «& ya(minjp= 1648 Wo 28.5 En 44 Fs 27.5 
Bp = 1.661—1.673 it 
y (max.) = 1.685 Wo 28 En3r Fs 41 
Lu 


ears TE TN NE oe 
pHa 6 = 1.695—1,703 Fsi32-=38 
p >? 
(—)2V =59.5;.60°, 
aa i n= 1.497 + 
(2) KicltowRo maakt UCR, MRAL SLE 
HER ES EICH DLO CH SAS, BOG & MRM Le aS 
MEOZV&ODSEFOSY 4 NIEHS. WREATH HG & 5G 
本 に 包ん で ゐる 事 あ り , RPBEMDSE HT BG OIE 5 CAPT He 
し て ゐる 事 も ある 。 WR AARNE cA TAIRA pigeonitic で 


本 142(22) BARMERA SE B #8 150 


DS. TEMAO BD MIKOMED & MBLC ZHBLHS. VGH 
BEY FEE OE SEES Bea ik a, ALO WIC AR LTH Z 。 

(3) fOPQe1U ae & BiG CU & © PEA + BT LRN IC AR Ic SZ 
い 事 , FS ALT ~ BRE CREE Te aE & A CL, TERRA B RHE 


Boon 三吉 、 
er eS 6 ohh in 

So 長 A 16.0% 17.8% 
i a se 3.6 

aH th 0.5 0.5 

Re 鐵 OTE 1.0 bi 

B 基 69.1 77.0 

FL bi 10.2 

$8 at 100.1 100.0 


移 つ て ゐる 事 , BENE TIED $0 LE HBTS LOUIE T BK HOH 
が 酸性 で ある の に 角 関 安山岩 で は 概して 其 の 差異 が 著しく な い (測定 し 得 
SEE CLS AM IED $OLH SD) 事 ,、 区 石 類 は 比較 的 に Fs Bice 
AC éa CH GGA Kh TF MELE AR TR II HRO GAS En 分 に 富ん で ゐる 
事 , RAEN IL IIR AIO % OS ¢ WORT ES LB, AIRIC ILRI BRA SE 
BCZOAL YD RNSLOMSHIM, (ALM IC AT STE Li 
BREA DSET EEC B B )WHO NTA < Leer SiO, ic # CaO /Alkalies 
が 小 で FeO/MgO が 大 で ある 事 等 が 注意 され る 。 BM DRMICHS-KIMICH 
いて 活 意 され た 鷹 と 同様 な 傾向 が 認め られ る の で ある り 。 

(4) 角 関 安山岩 (BERGE) CHRD 2 © ERE: BREE RO 
DM MORESO BC 1 CRM WG hepa ae 
pe He PRS 分 に 富み , TS TEBE ART 


al) ai R, Mem. Fac. Sci. ie ale Imp. Univ., D. Vol. INIT, 1941- 
1943, 


$a 151 ww eR 本 148(23) 


DBAS B B USGIC BE Te ENE ER LALELE OUEAR ICAL & 0 


も ある 。 角 陰 石 は 後者 中 に も 僅か に 小粒 と し て 存 し pigeonite Kye 
頑 右 と 反 應 開 係 に 入る 兆 を 見 せ て ゐる が , MICAS SAMA A LH 4 AP 


第 九 ff 
CaSi0z Casio, 


< <a = ; 7 2 aac rae 
Mg SiO; Mg SiO; FeSiO; 


A HRRU AO SERA (FRR) ROME (OLED) OEE. ZED 
(LABRET LO SRO, 

B Fiabe A OME (OLD), BAB, FURR OFABIAL (be 
Bit) © 

C AVR © Bhs ROG HE (LPS, SERN Ut Fee REeE を 
ET OD SWOT 

D WHA KWAI SPARE, FRR, PAROS RA 
OPK BAT SHOVE A & aT, PERIL, 磁 
PLANAR ICES 64D, A—PMME A, P—ve se ay wR, R— 
SAE, HG, エ 一 液 , し 線 は 固定 し た も の で な く , 時 に ょ り 
BRINK SY BYPBER ST, 


本 144(24) HAR MBRAR SB @ 152 


LUEBCHABHO $0 LMUTBEEERLCHS. BURAOLSES 
M¥ICAU Cw UC CHS, RIA AIC IRA ETF _LEAV BRA 
CiUER AATEC pigeonitic CHS. MELVUULBBLRAODEE 
KCHS. BHNORMAARAO MRED LOBES, 次 色 の も の 
ZICKY, BABI bk, 

(5) FIRE RUS ¢ MORIA OLR: HARB ICEL CRRAD 
Sy lank % (eC SISA <PREE CC, Balas < Fs 分 に 富ん で 居 て , G 
JED BES > RAS ILAA ~ (Rn, RE KO FLERE HO DDBATCHS. 

(6) 捕獲 岩 様 岩 の 特 性 : BRAD Ai HSE RA LAW O&O LMS 
> 同じ 正 構造 で 成分 は 僅か に 酸性 で あぁ る 事 , MANGA AICKR CHEE 
山 岩 中 の も の より 高く Fs 分 に 富む も の な る 事 , 時 釣 輝 石 は pigevontic 
augte 乃至 pigeonite CH 2H, MAH 5 ORGAN LTANAO 
生ずる 兆 が 見 られ る 事 , WORORMEAE AB 4H NRBAD BOLUM 
の 地域 に 廣 く 分 布 す る 輝石 容 山 岩 の も の と の 中 間 の 値 を 示す 事 , Mika 
含む 事 , SILA CFL ic A, BO, MSE, REBEL TT 
SH, Bic AURAhe SIC LOTBHENCTHSZLERAENSAIAO 
な る 事 , LEIBA BER 2 BD & AT SS, ICA HHO bO & ER 
AABRORRAD AI FRE 有する 事 等 が 注意 され る 。 

2. 成 因 

I. SES TE ROTEL Pa RMI £4 POZE LL eS IE PAE HK LU SR IC HSI SR 
2 ATO AMICHH L7e LOCH SB, LL Bic & PM RoOMm 
STA, SRR IL DUEL CS MAOM< AA FF 
KUO REET B WC RHE ICBO Ae SEH LET S GBS CD B 
tBABNSA, (= OFC SHEA RAM OME(LEEEE 
CCE Ch, RGRCOLORMUCREIEROCO CHD, 場合 に と よ つ 
TC ULSR S ea BOM ICONS 6 BRBIEGT Ze LDSCHS う 。 


2. SLOP ATEN ICA VC, OTIS, IME Tk Ov Se UL EAS 
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PN WIC EE TPABHEL BT SOO LLC, ES AOPI IED A phenpE e 
HESS LAOBICHAbNZ. 

原 岩 棋 . ら 有色 確 物 と LESH AH L, tk 2 meEe & DECAL 
FRE, 火 い で 平行 開 係 を 以 て 普通 揮 石 を 品 出 し 始め , BRIA HIC Fs 
分 に 富む も の へ , そ し て 後者 は pigeonitic ~\2MoOTHORM, RoR 
ICBC, HEBER OLENA ARTE TE IC RG HI Id PPO & BEBE & $e 
つ に 至り , —FRRAIE An 分 に 富む も の か ら 区 第 に 酸性 と な り An 40 
位 に も な つた が , 此 の 時 期 に 前 後 し て 岩 此 中 の 揮 可 成 分 の 活動 も 活 贅 と な 
DY, CaO 分 は 波動 的 に 多量 に 狼 長 石 と し て 唱 出 する 様 に な り , 叉 FeO は 
| RASS LCS AIC AMIE 5 aL, TSC BURT C APE BC DS EM 2 te IE 
ORB En 分 に 富む 方 へ と 進化 し , MICH RO MELE AT fy 
閲 安山岩 を 生成 し た も の で あら 5%, 

3. 紫 の 様 に 考 へ る 時 捕獲 岩 様 岩 は 大 骨 に 於 いて 結晶 作用 の 相 営 に 準 ん 
TOBE EW ROR & UMS AL, GO BIO ARRON B HE 
HEB CH SBIESRAR VOTH S03, THAI Te 3 (GPIB 
ICH DAENS ICBO RELIC Bi, 

TEAR AD EMR OHBED AIRVIRZED bAURT Z LHORZ Yor 
火山 弾 と LCA IRIE IC TE L708 OASHMES NK LRAEYD BM, Hy 
FUBWBRIC EZ LK RL EGEF ICTS LPO KMMOMEE 2 REL ¢ 
異 つ て を り , BILICHIET 3 Apo MLRET RTS SENET Cleo age c BE. 
LC HBCH IDE) OMP E HET HAR IC She SNKLAMBGNSYOR<, 前 
EO UN & ERB ART BP IEK & SDC x CHUBIO BO % MDC 
BODE CAG Mie SRE, FY GUELPH RTE 0 BEI Hh 1c HHasea 
(Cw SALT Mi LO SES N7eO Cth VMLBAGNZOCH SB, 


1) VEO Ba Rit Bt AY % FEE IE OLE A & RAAT IC RRA IC BYRD 3B O-E (tte ve 
PLB~bNS, 

2) KUBO 6 ANG HORT 2 CHOC, MICH smiaesh 
Zo ACM L CHAAR T MBE BV, 
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ere ie + 甚 し く 混 和 し 難い も の で ある と 芸 ふ 優 定 の も と 
に 善 へ られ る も の で 着 此 の 不 均質 性 , 不 混和 性 , 粘 向 性 , 温 度 等 充分 に 究明 
され な い 限 り 速 断 す る を 許さ れ な っ の で ある が 目下 の 虚 己 ひ を 得 な い , そ 
し て 韻 定 し 得 な ムー つの 人 解 得 渉 で ある と 思 は れる 。 

4. 果して 然 ら ば 捕獲 岩 様 岩 は 大 弁 に 於 いて 結 卓 作用 の 相 営 に 進ん だ 交 
石 安山岩 虎 が , 角 関 安山岩 虎 中 に 混入 し , 借 か 年 む 後 者 中 の 負 長 石 や 角 関 石 
rR ay ieeerae Fah EERIEH, Keb BIBI & 
し て 泡 滴 汰 に 後者 中 に 包 蘭 され, 基 の 借 結 唱 同 化し た も の で あら う 。 そし 
“C Haig EME 7 OS Fh % reyli C be BIC 外 表 部 は 内 部 より 先 に 固 結 L# 
-AUREITER EO Teas, ABLE * Das Cd O7e Pic HLH 
eg a lace ed tans 


LO FREE OPER RAOUL YO, WER IC 質 部 を 形 生 し , 
RFC ALR ASIA Ic MNRAS ORT % dn 8 BY TBICBOR LO 
と 考 へ られ る 。 


MLC, A> ACEO A MESS L CRRA ICHAT 2%, 僅か 征 ら 
TBE DS Seb T TSI REAMPRNVORHE Sf, ADL We A PP Ic 
BS 6% AMIEL AOC ABB HERO IRS & CHOC, BRT LR 
4; pigeonitic augite KU pigeonite) か ら の 反 應 生成 惣 と し て 角 関 石 を 
も 生 ぜ ん と する に 至 つ た も の で あら 26 | : a 

AEA BCA DOES & LC RRSEIC A 0 IAA RIS EEREE OH 
LSM ICRC, ZOREBTOME 2 BERBER EBS SIC 
は れる 。 

HEAD BENE E Lid, 例 へ ば 垂直 方 向 に 細長 い 岩 此 光 の 上 下 抽 部 の 混 り 

AUR, 結晶 作 用 の 比較 的 準 ん で ゐ な い 高 替 岩 虎 の 比 較 的 結 品 作用 の 進ん 
76 AAD PEMEASERB BAG NSS, 此 の 地域 で は 鶴 ろ 後 の 場合 の 可 
能 性 が ある 様 に 選 は れる 。 前 逃し た 様 な 火山 季 質 及び 火山 岩 大 四 的 概 擬 に 
Jilin COMER CH 30 
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DL ERED CAGE te SAE LEN CRE OUKA OER & LEV SMH ic th 
な ら な い の で ある が , BLiHOBRBRELYLPHEKORE RAK’ SHEE 
は 捕獲 岩 疲 岩 と 呼ぶ 事 た し た ら と 等 者 は 私 か に 考 へ て ゐる 。 

HIMES © 17 VG EAL 8 he BER ICIR RMI LES, file RBI: 
RO — BIC FMB ARM Re Rte. BL CHRICRAS. ( 丸 州 意 大 
FRE Bib FS B32) 


LBS PERRI OT 


Anorthite from Hugoppe, Hokkaido. 
wat FT A BABB (T. Syéda) 


elqlesiekeare fo eee a 
と と が 知ら れ て ゐる 。 HKLERRAICOWT, FTOMREHSHLA 
研究 する 機 合 を 得 た の で , と に 基 の 一 部 を 報告 する 。 

I @ AB 

AOA SAIL 3mmーr.5mm HO LO CH PIs ¢ , 

多く 双 上 品 を な せる も の で ある 0 WIG SHRKOMMASD L DS N7o 

c(oor), b(oro), y(20r) o(izr) p(rrr) e(o2zz), n(o2rz) 

と の 他 に m(x110), M(II0) OLMiA TAWORMRL DE TROSNSZOCH 
る が , OREM LEAAIC, その 表面 が 不良 で あつ て , 測 角 値 が 得 ら れ 
な い 。 以 上 の 諸 面 の うち , 主要 面 は c(oor), b(oro) y(20r) の 三面 で あつ て , 
O(ZII), p(TII) が と れ に 次 ぎ , 何れ も 明確 な 反射 像 を 興 へ る 。 伺 し 大 き な 結 
MICD OTRAS ANSE b, SHM ENE, 良い 測 角 値 を 得る 
_ 事 が 出來 る 。 

第 益 園 は 早 品 を 理想 化し て 描い た も の で ある 。 

怪 品 闘 係 に つい て 見 る と , 外 閣 止 は Carlsbad 双 品 及び Pericline 2h 
多く , Pericline 双 上 品 で は , =O c(oor), y(20r) は 一 致し , y Mich 
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第 室 8 *#@0BKRGHE 


P, 
© Oli 238i <BR L RH [001] (PRC IS CA HEBD Hedy & O BNF Z [010] 4 
に 平行 な 直線 と 010 TL OAMAINS CPE LR. MOT MORE A,B の 
中 心 を 結ぶ 方 向 は P=90° w= 0° の 方 向 で ある 。 
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て は , し ば LIZ REDUEO 76 WOR WHRMESA LBB a, b MICH Cit, 反 
BRUMOMMSAL HENS. Kit Pericline RhOBSsnkn 
Carlsbad 38h HDS ROICIER L. 20 5048mMICoWCRIEL 
て 見 た を 所, ZHAO ABM It Carlsbad Mth Citi ¢, Albite-Carlsbad zw A, 
CHSTEEMOR. THKAADBEAOWM MICO TIS, ELA EW he 
astFfEL KM 7eH, Carlsbad 3,2 Albite-Carlsbad WHOM. , Vo 


第 B Bie REG Albite-Carlsbad Uji 


© DUANE CM Ass AU] Carlsbad NEL OWS & Bi Ze pase ie 
FEO CHAINED. eR SATE P=87° 06’ (010 A 100) w=0 の 方 向 で あ Do 


た 双 上 品 に つい て は , 誤 られ 騰 ち で ある が , 筆者 は 本 邦 に 於 て , 従来 外 型 的 に 
Carlsbad 双 品 と 呼ば れ て ね た も の の うち に lk, 谷 多 敷 の Albite-Carlsbad 
双 卓 が 存在 する の で は な いか と 思ふ 。 佑 賞 地産 の 結 品 に は 以上 の 双 品 の 他 
に , Manebach 224, Albite 双 品 を 始め , ミ 上 其 の 他 双 上品 と 思 は れる も の が が 認 
あめ ら れる が , こと 刀 等 に つい て は , WORE ICHET ZBECH SZ. 
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sist Carlsbad RALOREAMEC, MUNG ADaE MA ozo EET 
ELT, 双 卓 せる も の の 理想 化 賠 で る る 。 第 参 reels a 
Bas o10 fixiea me LC Albite-Carlsbad *i4a% Ax 
園 で , 第 武 園 と 同 大 に 描い て ある Ot RR 
第 石岡 に 示 Leo 

BNL BRA L CHB AT 


第 dp izhy Carlsbad 双 AR# a 


55 . \ (10010 
まつ 


(100]a [101]5 は ほとん ど 一 致す る 。 
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第 五 Albite-Carlsbad SW 4427 8204 


Ss al 1 ie we 
=" or: ive 
m 0 pee | ! Wee et ff : 
=, iF \ oe 
‘ Ms \ 


| 

| 

be (010) A(001) 85° 517 85° 50’ 
| by (010) A (201) 90 42 90 32 

/ ba (010) A (021) 47- 10 AF 24 

i be | (010) A021) 43 30 43 12 

| bp (O40) A (411) 63 02 62-4 18 

|; bo (010) A(111) 64 40 64 53 

| 4k 

| [100°AA[100]B Bie 44’ 50° 50’** 
| [100]aA[100]g | 128 22 128 10*** 


’ 


* Dana ‘‘A system of Mineralogy.’ 
** Carlsbad twin. 
*** Albite-Carlsbad twin. 
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I #£BH Bw 

営 地 産 の 結 曲 は , c(oor), b(or0), y(201) の 三面 を 有 し , HOsABay 
方 位 が 一 義 的 に 決定 され る の で , と の 三面 を 基 と し て , 光 召 的 方 位 を 決定 災 
る こと と が 出来 る 。 以 下 の 寅 験 は Na の DD 光 を 用 ひ た 。 

ES c, b, y 面 に 於 け る 測 角 反 射 像 良好 な る 寧 唱 を 選び , CHEE =e 
切断 し , 基 の 一 個 は , PETA EOC AME CAVALLO I 
炎 方 位 決 定 に 用 ひ た 。 研 魔 面 の 位置 は 談 の 如く で ある 。 i 

A=61°50’ 6=—5°33' (但し Agip= O° Por = +90° と する 。) 
C OPM, KAOKBMOG IO MMIC LIUL, 弾性 軸 Z の 雨 側 に ある 
光 軸 間 に あ り , 従 つて 例 反 射 選 折 計 に 於 て , na ICAIMET S BRILL ROH 
大 値 及 最小 値 , nn の それ の 最小 値 を 取 り 計 算 せ る 結果 
«=I.57324 b=I1:582, Y=I.5875 
を 得 た 。 と れ よ り 計 算 せ る 光 軸 角 は 
2V= 284 0 
で ある 。 KICKRORIMIC HZ OOK A, B に 近 き 薄 片 を 製作 し た 。 
第 RR 


A ¢ 


13° 30’ —33° 54’ 

82 43 27 = 38 
—36 53 43 30 

56= 17 —59 06 
— 6 31 — 1-06 


Dentin 


2V =75° 32’ 


基準 : o10{4 = SS 


h=— 25° 55’ 
00114 こ 


二 個 の 落 片 Py, P。 の 位置 は 炊 の 如く CHS. 


OOTAP, OS AND 
OLOAP 20 0I0AP, = 89° 08’ 
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この 薄 片 を Wulfing OnbheIC DOG, WAICROT hh S ABE 
LT, RPBORMAIH HICHT 2HRMEBL MEL. CORMAK 
の 如く 行 つ た 。 議 め , 薄 片 載 物 ダラ ス の 側面 に 細い cover glass を 附 着 さ 
せ , 薄 片 を 一 方 の 目盛 環 の 両 内 に 固定 する 。 OW CHE © Wh & AO 
LC, 載 物 ダラ ス の 面 及び cover glass の 面 で autocollimation を 行 へ 
IL, 載 物 ダラ ス の 側線 は AOD PR に 一 致す る 。( 第 六 園 ) と れ に 
直角 の 方 向 P,Q cS P101,01A′ を 測定 し た 。' 


第 六 園 


KIC HIT EBL IC SIA 7 AO MRL (or) Bpdas Py cM SwHp 
と の 問 の 角 <QP,S tillove, ji P, COMCkAMMcior-, それ 
土 の 値 は 炊 の 如く で ある 。 

ONO BI Op Ady 2 * 80 OP Sy == 2a 
Pe, 2 50 *O;Aan= 0 24'< OFS. == 3-1" 
CHEO WL, その 開 係 位置 と か ら , 先 に 得 た P の 値 を 使用 し て , 光 軸 A 

B の 位置 更に X, Y, ZZ の 位置 を 計算 する と 第 参 表 の 如く な る 。 第 七 賠 は 
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ER = 


第 、 参 。、 表 
| ee 測 値 at 算 俺 * 

A | —28.6° RTO 232" i 

Be a = = ‘< 
B | ~2718 2536 iy 20 y 
A | ogee I 2108 ; 
P, : 
B | +24.8 +26 04, j 


* A=—90° $=0 の 方 向 を 基準 と し て 時 計 式 を + RHHRE 一 と する 。 


第 t BRERA HEA ft 


010 


ik 
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と れ 等 の 光 尋 的 方 位 を 示せ る も の で ある 。 Who wih EW Ie LHS 
と , MiMREIL EEL ERL ONT, 内 部 に 含ま 履 る 微細 な 双 卓 る 少く, 
IPN AO Dihidk, BAISiic b, 同様 な 双 上 品 開 係 に ある と と は , LAER 
MODS, FERIA TC OM LTD S Pedic, NAMAUCHLO MAHOU ABS S 
Carlsbad %%44, Albrite-Carlsbad BL hl — A Hi 0, 殆ど chic Hie 
witiiy P,, P, を 製作 し た 。 薄 片 の 位置 は 火 の 加 く CHS. 
PAZ0ip— 50 02 PNOIOs ='00 OF 
CAve UF oO 0, A ie 
10 47 o gg a al 

5 P A20kg.= S06 ER,Aorop 90° 08’ 

と れ よ り 計 算 そ る あ 2 は 


の ニニ OOO 


= nm : 家 


n * h ** j 


SEL | 計算 値 | ARMM | 計算 人 | POU | abs Ae 


AL 62139 O20 11/1 7.00 A D3 


P, . 
G2 EO NI 
PAA GS ede) 6:3 ze lw ad Bone BUN 

P, . esd ti | 
B | 115.0 [117° 49’| 6.0 4 | ay | 14 


* BEBO n=0 を 基 洪 と し た o 
** Fe L (Zee ici C J BE RFC EAS, KPIRBAED Ie 
Vora Caceres sia)” 


mir P,, P, に 於 て , (010) SHORICHT SIE (Z) を 測り , 先 に 得 
FOS HILE り の 計算 億 と 比較 する と , 第 参 表 の 如く な る 。 (MSIE 
HEIC © CMBR, Carlsbad MCA MBO が 一 致し , Albite- 


Carlsbad Afr Cid, (010) SPiOwices LC AGHIE HD, OE falc AL 


品 共 26°58’ と な る 。) 

Ut P。P。 EREOEICOR, SUMMRICS 2A A, B の 光電 面 | 
thy B の 位置 を 確 め た 。 其 の 結果 を 光 事 前 方 位 か ら の 計算 値 と 比較 | 
する と 第 四 表 の 如く で あり , AB MiMBatSAita5% Carlsbad, R- 
Albite-Carlsbad の 双 卓 闘 係 に ある こと を 示し て の ゐる 。 | 

6D IC MERMDREET E WIS D 7eS HME, MS EWE D 7S PIE 
42, HUW LGS, PEGS CHAD, WEB ROG (CERT S 0 赤本 研 上 
PIC BLOT, HL RS ERIE eS, ALAS, 「 
PAAR, Boo eh BI ICRA T 3 
KECHS. 


; 
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, 


(RR KE ES DA SB) 


BABE AER ALR PY a 270 SNE) baka 
A UN AAS RRP ik) 江 日 元 直 君 ( 仙 春 市 北 五 番 本 83) 小 
川 両 田 雄 君 GWMTREIL 7°92 7 18 大 日 本 製 政 株 式 會 祉 ) MRA Gate 
Hy NY TH ESF 2554 PES A) ANA (BRASS PRAMAS 2 OANA) 
FYB ARSE (SUS UNDE ERAR IN RJR) LUBA (st ATA SRS RE a 
ESSN Tt) 加 座 一 郎 君 (志田 ヶ 谷 屋 鎌 田 449) RICA (ER bY 
FASC AERA Brick) 田中 識 談 君 (WD PAT BR 411 ARTES 
支店 ) TEASE BAVATIT HS SLRS E AR] 2 = Re TRS SRE TG) PARES 
SUA (北海 適 雨 濯 郡 深川 町 本 町 8 丁目 ) Se Ae CPT (RAT PE APs Sy 1 
丁目 90 GAR ie RA LIAR) 小林 三郎 君 ( 入 戸 市 川原 木町 字 北 沼 日 本 砂織 鋼 
AGB) 三宅 多 海 (東京 都 赤 坂 品 天 山 高 構 町 8 SBR Sey) SSE Se 
(Fm AIRE BRIBES] 7) ARRAN OSA SIA 1 7 1 Be 
A A EDR Ae TORR Gk) PREACH CSTE TC RY 45) WES BE (東京 都 丸 
7 ASE 21 HEUER ST) LAR ARIOA CSC SR PSEA BY 53) oh BR St 
CHSC ADRS eat PORE 88) AGES CRC OT ESS 2794) IEE 


(eels AMY 2H 1518) Jee (PARES 202) FETE AS Cy RR 
平河 町 2 7 SAbse RMA) ARR GRSCIBA SARE HG 7 RYE 271) 中 川 


SRA CEA ASIPS ROR ATS) MY (BPRS ey 
1S SOIR 5) Bega AE (PERI PCED by ie I | as BRAN) ANE (HE 
京 AACS EB Je TT FLY st 634) AIO CATS AS IBEW RL 丁目 159) 
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抄 oR 
BUNA RAs 


7122, SRL RBMICHhS SH (1) 
永井 彰一 郎 今岡 稚 

(1) HSFTP 4, KAT ARIS 
—-v4 bouwlEy—-2, 硫酸 , BR, we 
Ks SAReWNXBE, REL ORR 
を - 明 に せり 。(2) F774 HOARE 
解す る 條 件 (2% WHE Y — Hic c BOC 
KETC 4 AS) FT RT PRES 
ー マ イ ト を 深 解 する 條 件 , (100% 硫酸 に 
て 90°C に 於 て 4 時 間 深 解す ) の 二 つ を 
決定 せり 。(3) CEMALFT HPA 
ベー マイ ト 質 の 量 を 推定 し 得る 事 を 寺 験 
せり 。(4) ASE 2 TT 0 (EH 
ie@, 51, 617~622, mB 19) CAL) 
7123, SAME Dse (15) AE 
3B) 

Bee Blt Bee i tL OREM IE 
BLCREL ORV, ZAR SH i 
BML CHL AAR eHo, FMme 
SMr7Midhrt~7vRAbRABE 
脈 中 に 産 す る も % の に し て , RR ASB 
的 た は 何れ る 類似 し て ゐ ぁ る る HRs Oe 
地 と る ゃ る 趣 を 異 た する は 興味 あり 。 前 訪 せ 
る Beryl 以外 に Braunite, Columbite, 
Gageite, Grossularite, Hydromica, 
Illmenite, Micloclineperthite, Mont- 
Scheelite, 


morillonite, Pyrrhotite, 


Tourmaline, Wad, Worframite, Schee 


lite, zircon Fo SUH ARE, 結晶 面 の 種類 
JEANS PEEL, Soft py FAO PE, (Be ae 
に 就き 詳細 に 述べ を たり 。 (BUKEDESE, 26. 
403~416, 昭 18) 北原 〕 


Se Se Ul Bh AE 


7124, ItkmICRUCEBRORBARIC 
就 い て OTR 

AR AEH TIC ACH 嘱望 せら る 
LEB RUBE RRR ME LL TRE 
の 一 部 は ベン ト テ イィ イト ARE ORMAR 
6 Bw LL CHEAT Nae YS Bt 
調査 の 概略 に 過ぎ ず , その 詳細 た に 開 し て 
は 探 集 試料 の 分 析 完 了 を 俊 た を た ざる べから 
Fo (WN RBe, 4~5 25~27, 康徳 
10)【〔 北 原 〕 
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7125, JU /TFTAROARMA ACH 
BBGIRICHY TC G.H. Cady. 

AVIA ARO, WMS Bab rc | 
LOAVERO.HS MARK ICH ST 
ik, Apc MMe h Sb MPRA HE AE AS 
NAH Vo 

COP KO WEN RE MEL, を 
D BRO VI BAN 5H Ot IC JU CT, BBE 
MUS AB IRE te S MEA & GA~ te 
Vo 

現在 用 ひら れつ つ あ る 命名 法 と し て は 
FAzIeY OFFWBN, BERN, Baer 
GNTML, Ab-7T2OB ABH, AMR 
的 分 類 あり: て アメ リカ に て は ティ ェ エッ 
セン の 命名 法 た 依る る も の な る も , と これ を 
AVAA ARCHES SH, 他 の 地方 と 


fb 8 (38) 


Ce ee a i 
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Hex Sue Bor SE WoT, AIR 
的 分 類 命 名 法 を 用 ひ た り 。 

ィ イリ フイ ス 敵 中 た に は , 迎 常 三 ~ 四 竹 の 
BREMBD, これ は , ス トー プス の 所 主 フ 
ぞ ゼーン, ビ ポ レー シン , な フン ーー ニン シン) デー= レ 
ー= ン で な りこ と 信 ぜ 和合 る 5 

DAE ry 

成層 面 上 に 見 ちる ま ぃ こと と 多く , BRK 
TVA, FLRARSEYOT, COMB 
KATE OPIS STLEBSVQ EbV- 
VIPICRASSScTCLSNE, 一 般 に フラ 
ぞ ゼー ン の みた て 有難 塊 を 形成 する と な 

セト レー シン 

BRR IC, HERO SR 7 ATRIGRET & 
ERT S%oOeCHRVY, Mec Uc, 特長 
bot easy, 

PINE 

Weems s., ビ ト レー ン に あら ざる 
も の と れ な り 。 クラ レー ン の 尊 色 は 特長 
DO%DICL CT, AHF AE, Eb 
YEH LCA SF VV PT YA” 
YVEB LCE FIA 4 hb” OBE MU 
た り 。 クラ レー ン は 線 條 性 を 有 し , Ch 
v- VIZ RRR E RT, 

FAV y 


JEWBir SMR Lt, RAELVRRO 


Ae ee 


Ae ALi Cms CL, PPO 
を 示す こと に より , themes 6k Bx 
Lo 


AVA ABRICWS SMB, TRO 
SEL ALS OMFS SY, HARGSRY IB 
Het LRSRBEALOLS SLOT, 
{Econ:Geol.86, 47 5~494, 1939) (3F ES) 


7126, BMRORASHRK GAR He 
BRD BAB EE OT RBR XV SAH 
zh t SPIRREZOKAKRLVT 
filin, $AuRAZ ORBAN bir 
~V, WL CHKROBAER KLARA OD 
Rocky CH), REROMMATE 
Bac L CHER T, 産地 た より て その 
Be Ricl, 叉 成因 年 代 に ょ すり て る その 
Rie Rict, Mc—-HORBAE LT 
© Bre LAR ADO RRC 
ASME GA £4 SITAR BEB US 
HOTS AiCHEHY DHeESREZOHA 
SUAS Wt Eze ICI IY bE SL OY 
SRRKDV, BHIMROBMEHA 
式 た 就 て 長所 短 記 を 考慮 し 分 析 値 と 孝 


の 闘 係 を 幅 納 的 た 作業 し 
Q=81C+ 41/31 (V—3—0.1A) x 100 
200 
mms 


な る 新式 を 提示 せり 。 但 じ 上 式 中 

Q: ROME (Keal/kg) 

C: ROB EHS (%) 

V: RROMBS E (%) 

A: RRORDE (%) 

W : RR OrkSS HE (%) 

bt ad Say 
EESTI UCR Mate Ul RK 

の 

SME BIRT 5 Mt THM ICRA O 

BRIS SAE E MV ES Bhbk DT 

便利 な り 。 (is THOSE HS ie, 9, 9~15, 

#218) (7A 

7127, BRBORELt UF =~ VRORR 

DBSHH RICO Tt Sealetsky, J. 


‘$8. 1:67 me 2) 
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D. und Brunowsky 

(EEE SST D REAR IL FESR HELE IC > TS 
“ 潤 足 な る 人 解答 を 興 へ ず 。 Fuchs £ Stad- 
mikow Ic LRIE % © {EBR it, C9085 
Og;N [ COOH),4(OH)3(CH-CO)}—, 
AOD oF lk 1802~1400 な り と に い に は 
AL, BAEIL XO oats Gruppen 位 
に つい て し か わか ら ず , Bicow cit 

ah tiie gi 
2 SHEER IC OV CXMB IE LS LIE 
ey HPF Nf oy a -F7-— ANT Fb 
ログ ラム が 得 ら れる 。 MeORHic c= 
リン グ の 題し い 頃 庶 の 同様 な 締 が 認め ら 
aL, ZLURO Hemost S > 
REY Sa de PLAY PE BE % 


2. BGR IL EBA I BLA te V 
3. fiz ORB PLONE RRO 


構造 は 皆 同 様 な り 
es リグ = ン と る 近似 的 の 構造 を 
o ffl ere - KREGER GO 
EW 叱 の ダイ アテ アグ ラム を グラ ラフ 
ADPvrOCHE Wei L CMMBc lz, = 
: つ の 主 マ キシ マ ( グ ラフ アイ ィ イト の 1002 
002)。 ど 一 到 せ し BT a=—2.39A, c= 
6.85 A DADKFMMBBA 5bHSo1 
か 腐 稿 酸 が が ゲラ タフ アイ トト と 同じ や ゃ や うな 
EF LAT SBICOM Claw O RMS 
Vo REMEMO REO RAAT MN CB 
FR, aR, ARMERe, FA 7T A POR 
的 闘 係 は 速 断 を 許さ ず 。 (Verh. intern. 
bodenk. Ges., Soviet Section Moscow 
USSR. 91, A. 1935) (4H) 
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7128, 會津 地方 の 地質 橋 造 と 地 才 と の 開 
作 小林 BB 

本 地域 の 地 臣 は 基底 を な する も る の に 束 英 
JS (AR), PAS (AULA) Sv, 
ik ER BE LS SUBIC L CHER . 

岩 , ZEW Sic Kk UB 1, RBM K ik 
VHS. CHOLKBH, HERUK 

BIEKBEURSRHSSHV, (Tnr.e 
新 統 に 悦 す 。 

中 新 統 の 東山 層 , 甲 石 層 , HEE e BE 
ICH S-% DILRMRA CHES, BE 
Se ctitn, Ges, OS, HS, 石英 安山岩 
等 よ す 成る 。 筆 地 西 方 で は 多く oni pele 
& PAS S 藤 層 に し て ; le TRE LE 
~b So 

Bae REIN, 日 橋川 , AIM, BN 
Om Cw SUR ORE L CHE 
To 

HERS) : RE RE Ac IS os 
MBS SL, 或 る 部 分 で は 瀧澤 層 の 上 部 
が 直接 東山 層 に 接し , WOME E 

堆 病 以前 に 東山 層 に 高低 を 生 ぜ し むる 
PLB Ob) LBERTLORV, 

RACES Ae ik HD VC TA] UO CMA E BR OL 
fee TL DA Be ES HE BERT IC HST SH Bee TY 
を 考 へ 得 べ し 。 

LAMUROW RSH UckEle 
Kite SB e Biro RRM iclse Ae 
WAR 1D 回 の 大 地震 あり , 基 の いく つか は 
WoOMmALRMRLESLOAML, Rk 
MEE Dll ic HRA (EWE © 41 AE fa) ic Ath 
は 沈降 し , Wilt Eset BE ME Yo 


$s 10 (40 


昭和 11 年 11 月 1A RIC 
央 を 有する 地震 あり , RAIS 年 8 月 
12 日 大 戸村 上 三 寄 附近 を 震央 と せる 張 
REARV, HOMMRORRK GAR 
(RO MEER ICS ( AFR & HES IS HRS 
RIC BPA Vo MOWRT PHIEVAL 
ば し ば 運動 を 績 けし ゃ の に し て 全日 人 畿 
綾 中 な る も の と 考 へ ちる 。 (WR, 15, 
312~320, 昭 18) C4gFF) 

7129, 地 中 空 snide ries 
Bz0ORR MH IE—k 

FE ALGER LAG LL Bb RBI SEE > 7k BLS 
BIC ct NOW の 方 向 に 延長 に た 150m 
EY , GLa oH 20 個 記 の 地 申 に つき, 
SH OBR SHRICKL VY WHORE 
HEL, シュ ミッ ト 式 泉 政 計 に た にょ よ ょ つて 放 
射 能 を 測定 せり 。 そ の 結果 , 測線 の 中 央 
RE ICTS CIE RE Cc BAS Te BONE © An ws wo 
あめ られ た り 。 即ち 一 般 に は 放射 能 は な 0.5 
ェ マ ン / 立 な る も 中 央 部 で は も sw 
ン / 立 た 達 そ り , Zit LR BEOADT 
EEO DR BA RIAL, 叉 測線 
HICH TR, 1.6 =e vy /XEO PRA (ED 
見 られ , Zier cays s to 
と 考 べ ちら る 。 と の 際 に 表土 な る 沖 病 悦 の 
厚 さ は 5~7m LHEEIS, COMMAS 
PRE © BEE Hk CHR RrS%, CO 


HAR MRRA DE 


・ 定 する こと を 得 。 又 一般に 断層 の 北側 に 
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RCHEECORAGR, MHOBAD 
Porn tk A SLC RSX SRV hop 
理 的 地下 探査 法 に て は , HPFORBBIIH 
難 な る も , COMME mS SBR 
WSs. 適用 され る 可能 性 を 有 す 。( 京 大 地質 
Bieiete, 8, 25~31, 昭 19) CAA) 
7182, ALHRRRSVBMNOBET 
ROA S>RABICMe Cc PRR 
Se LMI LV LSE LR= Ae 
PEOBWL BEBE, SRO 
HTL TES 2S — BE EO BAR RIC He 
SCLEMOEV, Comme =e 

kD PRT EAL EL, FDIC HBR CBE 用 
0, LID FICC, ARIE HVA 
BHAT SLOOML, EWad eiaic 
RIL So, HO LRAT RI 
JRC SOM MEE LUD, Re asseL 

238, REOWELMD RR 
Vo RHE VHSC LYPEML VLRO 
北東 , RF MEI ORRICK IS, hie 
除き , COMMPSO LBECHS%. ORS 
~Lo MOM WRI HO Bas Bie 
線 に 相 営 する と と は 注目 た に 値する と と な 
Yo (NSH ih Ao AETHER 108, 71~76, 
BE 10) CAA) 
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